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／コー／ 4 1 o o
／コ／オ／と／コ／ウ／ 5 9 9 10
その他 1 o 1 o
／モー／ 7 3 2 1
／モ／ウ／または
／モ／オ／
1 6 8 9
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／タ／ 3 5 6 6
その他 1 1 o e
／ボー／ 6 3 5 o
／ボ／オ／または
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7 3 3 1｛編箋（耀28，
9 O 8
11　　（44＿5諺雪「　　（55＿5秀gi
　文字習得以前に，単語の音節を分析，分解する能力が謡し＝トバの中で，まず発
達し，それが，文字習得の可能な条件をつくり出し，その条件の下で習得した文
字が更に前者の能力の一般化をひきおこす，とわれわれは考えているのであるが，
この過程を資料をもって明らかにするためには，さらに今後の研究を待たなけれ
ぼならない。
　C）　方法論的問題について
　最後に，この実験の方法論的，技術論的な問題を検討しよう。ここで讃画した
教育プログラムは，まだ準備的段階であり，実験に付しているわけでないから，
ここで問題になるのは，プログラムでなくて，「ます罠」と「点とり棒」のかわり，ラ
ンプとスイッチをつかって行った，外的行為をつくり出す方法に関してである。
これを，特に音節講造を分析する能力をつくり出すという教育の面から検討して
みよう。
　直音で短音のみから構成されている単語で，日謎語の基本的な音節を分解する
外的行為をつくり出すのに，この方法が有効であることを臆す一つの支持をわれ
われは年少児に紺する教育過程の中でみつけた。4才児はもとより，3才児もこの
装置での実験に興味をもって参加した。そして，不完全な教育過程であったにし
ろ，4才半以上の児童は95％以上，3才前半児で50彩以上の正反癒率を示し
た。しかし，また一一ts，この方法の一つの限界をも，年少児の教育過程の中でみつ
け出さざるをえなかった。年少児、特に3才児の教育過程が比較的困難なのは，
多くは音節数の多い単語についてであったが，その際，児童は，自分で大きな声
で出す語音（音節）の一つ一つに対応させて，目の前におかれてあるキーを一つr・一一一L
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つ押すことができない。二つの音節を云っては，一つキーを押したかと思弓と，一
つの語音を云ってキー一を二つ，つづけておすという具合に反応してしまう。われ
われは，はじめ，この年の児童が，この装置をつかって，長い単語の音節を正し
く分解出来ないのは，自分の出すリズム的な語音と手の運動との協応ができない
のではなく，単語を音節た分解できないからだと考えていたが，実験の過程でそ
の考えを放棄せざるをえなくなった。短い音節は分解出来るが，長㌔・音節だとで
きない3才前児童の多くに，／パ／パ／，／パ／パ／パ／，／パ／パ／パ／パ／という音を自
分で出させ，それに対応させて，ij　一一を押させる課題を与えると，2，3音節では
できても，4，5音節の／パ／パ／パ／パ／，／パ／パ／パ／パ／パ／になると，－協旛がとれ
なくなることを見出したからである。これについての資料は割愛するが，この事
実は，実験者にとっていささかショックであった。この装置で音節に分解できた
場合は，音節をたしかに分解したと言うことができても，できない野合には，単
語の音節を分解できないが故にそうなのか，リズムをとることができないか故に
そうなのか区別することができないからである。このことは，一方で，われわれ
に方法的な考慮をさらに要求していると共に・一方で・時間的に経過する語音の
音節的構造の知覚，その分析能力と，リズム的能力が，どう関係しているかの一
般的な問題を提起することになる。
　この実験で採帽した方法，装置は，音節分解の際のリズム的な要素を考慮して
いることについては，先に述べた通りだが，この長所は，日本語の特殊な音節，
特に音節についての児童の反応を調べる際には，いかんなく発揮された。この方
法によって・4・5才の各年令の兇童が，長・擾・促，拗長音等の長音節に対し
て，異なった型の反響をしていることが明らかになったのである。しかし，この
ことは，何もこの方法が，これらの特殊な音節の教育の際に，有効だということ
を意味していない。われわれは，今後の教育過程のある段階で，長音節を含む単
藷を，短音節の単位でなく，本来的な音節の単位で分析させることが必要になる
と予想されるが，その際，この装置が考慮しているリズム的要素は，かえって邪
魔になるのでないかと思われる。この方法によって，5才晃の児童が長音節を，
短音節単位に分析する反応傾向があるとすれば，その教育過程は，それにさか
らって行われることになるからである。このことは・一方で，各年令の異なった
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内部条件に沿った教育プログラムを作成することの必要性を意味しているが，他
方で，この方法の限界をも示している。脚本語の特殊な音節を含む単語が正しく
音節に分解されるだけでなく，その音節がどの種類の音節に入るのかを児童に気
づかせるよ5な，なんらかの方法を，この力法に加えて踊均することも，今後の
課題として残るのである。
　附記；この概究の実験は，昭和41年6e　7，9の3カ月にわたって，都内北区の区立王子
　　保育園で行なわれた。準備的な毅階にあるこの概究が，ある程度の成果を収めること
　　のできたのは，主にM予保育園の先生，子供たちの積極的な協力によっている。末筆
　　ながら，星野清子園長はじめ多くの保母さん，多くの子供たちに，心から感謝の意を
　　表する次第である。　（41．10．10）
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